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学会大会の神戸開催について
実行委員長・室﨑益輝（兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科長）

　今年の大会は、神戸の兵

庫県立大学で開催されま

す。主催者として、神戸で

開催する意義をしっかり

つかんで、その意義にふさ

わしい成果をあげられるよ

う、準備を進めています。

　ところで、今年の大会の

意義は大きく３つに集約す

ることができます。その第

１は、この７月に発生した

「九州北部豪雨」に代表さ

れるような、前例のない大

規模な災害が次々と発生す

る「激甚災害」の時代にあっ

て、それへの備えと構えを

今一度根本から見直すべき

時に開催される大会である

だけに、激甚化に向き合う

展望を「復興という視点」

から切り開く責務を持って

いるということです。

　第２は、阪神・淡路大震

災の被災地の中心で開催さ

れるだけに、22 年経過し

た今だからこそ検証できる

大震災の隠れた課題を「復

　さて、物事がうまく進む

ためには、天の時、地の利、

人の和が大切だといわれま

す。上述した第 1 の意義

は天の時、第 2 の意義は

地の利、第 3 の意義は人

の和にあてはまります。災

害復興学会は、人の和を創

る場だと考えているので、

第 3 の意義について少し

補足をしておきます。

　多様な分野や多様な人々

が「和して同ぜず」で、そ

れぞれの立場を尊重し切磋

琢磨することが、今ほど求

められている時はありませ

ん。世代間の連携、地域

間の連携、分野間の連携、

そして組織間の連携も欠

かせません。災害復興学

会と同様に、私たちの大

学院もこの連携を大切に

し た い と 思 っ て い ま す。

その「第一歩がこの大会」

と肝に銘じて、皆さんをお

迎えする覚悟です。ようこ

そ神戸へ、ようこそ兵庫県

立大学へ！

興という経過」を踏まえて

明らかにできるということ

です。復興の歴史は、何も

阪神・淡路大震災から始

まったわけではありませ

ん。とはいえ、それがその

後の災害の防備と復興につ

ながる震源になったことは

確かです。その意味で、阪

神・淡路以降の復興を歴史

的に達観できる良い機会だ

と考えています。

　第 3 は、自画自賛的に

なって恐縮ですが、兵庫県

立大学のわが「減災復興政

策研究科」のお披露目を兼

ねており、その創設にかけ

た私たちの熱い思いを皆さ

んと共有できるということ

です。この大会は、大学院

が果たすべき「復興という

意味」の究明の一助になる

と思っています。災害復興

学会の今までの成果を取

り込んでわが大学院の未

来につなげたいと、私利私

欲かも知れませんが思っ

ています。

発行人 大矢根淳
TEL：0798-54-6996
FAX：0798-54-6997
http：//f-gakkai.net/
〒662-8501
兵庫県西宮市上ケ原一番町
1番155号 関西学院大学災
害復興制度研究所気付
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　日 本 災 害 復 興 学 会 は

2017 年度大会を、9 月 30

日（土）、10 月 1 日（日）に、

兵庫県立大学神戸商科キャ

ンパスで開催する。2010

年度大会以来 7 年ぶりの

兵庫県での開催となる。大

会前日の 9 月 29 日（金）

には、エクスカーションを

3 コースに分けて催し、阪

神・淡路大震災から 22 年

の被災地の、22 年たった

からこそ見える課題につい

て学ぶ予定である。

【9月 30 日】
　初日は、午前に２つの分

科会、午後に３つの分科会

が予定されている。あわせ

て、午前中よりポスター発

表（コアタイムは 11:50 ～

13:10 の予定）が用意され

ている。18 時からはキャン

パス内にて交流会を行い、

参加者間の活発な意見交換

と交流の機会としたい。

【10月 1日】
　最終日は、口頭発表と公

開シンポジウムで、震災か

ら 22 年の神戸を舞台に、

あらためて災害復興の研究

と実践のあり方について議

論を行う。口頭発表は、持

ち時間 15 分。発表 12 分

で質疑応答 3 分を予定し

ている。予稿集への論文投

稿については、当学会の

ウェブサイトで詳細を把握

すること。また、今年から

試験的に英語セッションを

設けている。留学生の発表

や海外事例調査をテーマと

した発表を歓迎している。

　昼休みには、臨時総会を予

定しているので、会員の積極

的な出席をお願いしたい。

　シンポジウムは 2 部構成

で、13:30 か ら 16:00 に か

けて開催される。テーマは、

阪神・淡路大震災以来、蓄積

されてきた教訓と今なお解

決すべき問題として残され

ている事柄をあらためてふ

りかえろうというものであ

る。22 年たった被災地であ

るからこそ見えること、ま

た阪神・淡路大震災以降に

起きた災害に、教訓はどの

ように活かされたのかにつ

いて広く議論を行いたい。

　第 1 部は、小林郁雄氏

（人と防災未来センター上

級研究員・兵庫県立大学特

任教授）が、阪神・淡路大

震災が投げかけた問題、教

訓を振り返り、今後の災害

にどう生かされるか等につ

いて、次世代への継承を含

め、基調講演を行う（予定）。

　第 2 部は、パネルディス

カッションである。阪神・淡

路大震災を契機に減災復興

の道を歩み始めた次代を担

う世代の研究者をパネリス

トとして、減災復興の実践

と研究の未来を見据えて、

活発な意見交換を行いた

い。詳細は改めて周知する。

【参加費】
　大会参加費は予稿集代と

し て 3,000 円。 交 流 会 の

参 加 費 は 4,000 円。 宿 は

各自で手配すること。なお、

秋の行楽シーズンと重なる

ため、宿泊場所は早めの確

保をお願いしたい。

【エクスカーション】
　エクスカーションは以

下の 3 コース。いずれも 9

月29日（金）に開催される。

なお、長田コースは、先の

2 つのエクスカーション終

了後からも参加可能な時間

に設定されている。

●人と防災未来センター
コース
　阪神・淡路大震災に関する

資料の保存を行う人と防災

未来センターの収蔵庫や資

料室を研究員とめぐるコー

ス。普段はのぞくことのでき

ない人と防災未来センター

の裏側から、災害後の資料保

存のあり方や災害を伝える

ことについて学ぶ。

　9 月 29 日（金）11:00 に、

人と防災未来センター西

館１階エントランス集合。

12:00 解散。参加費無料（有

料エリア観覧（大人 600 円、

大学生 450 円、小中高生無

料）は含まず）。定員 20 名。

●灘の酒蔵の被災と復興
コース
　阪神・淡路大震災で大きな

被害を受けた酒蔵をまわる

コース。灘の魚崎郷の代表的

な蔵でもある菊正宗酒蔵を

訪れ、杜氏から、震災時の様

子や震災後の蔵、そして地域

の再生についての話を聞く。

　9 月 29 日（ 金）10:00 に

菊正宗酒造記念館（神戸市

東灘区魚崎西町１-9-1）に

2017年度神戸大会
9 月 30 日、10 月 1 日に兵庫県立大学で開催

集 合。12:00 解 散。参 加 費

2,000 円以内。定員 40 名。

●長田コース
　「震災体験型プログラム：

「復興」を再考する」と題し、

震災後に避難所として利用

された「ふたば小学校」を

拠点に、避難所設営・宿泊

体験（翌朝まで）をする。

AR（拡張現実）の技術を

活用した「震災まちあるき」

も行い、当時の情景を現在

と重ねあわせてみる。また、

地域の再生を担う世代（震

災時の学生）と「復興」に

ついての意見交換を行う。

　9 月 29 日（金）15:00 に、

ふたば学舎（神戸市長田区

二葉町 7-1-18）集合。参

加費 6,000 円（宿泊費含む、

食費は含まず）。定員20名。

【アクセス】
　兵庫県立大学商科キャン

パスへは、神戸市営地下鉄

学園都市駅から徒歩約 15

分。詳しくは以下を参照。

h t t p : / / w w w . u - h y o g o .

ac.jp/campuslife/access/

campus01.html

※兵庫県立大学は、2017

年 4 月より新大学院減災

復興政策研究科を開設し

たが、本年度の学会大会

は、新研究科のある神戸防

災キャンパス（HAT 神戸）

ではなく、神戸商科キャン

パスで開催されるので注意

されたい。また会場周辺は

飲食店等が少ないので、昼

食はあらかじめ各自で準備

をお願いしたい。
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　本年の分科会は、大会初日である 9 月 30 日に、合わせ

て 5 つのテーマで行われる。各テーマの概要は次の通り。

①は企画者（敬称略）②が趣旨。

◆災害復興における KJ 法の再考～分析手法と合意
形成手法、2つの役割から考える～
①小林秀行（明治大学情報コミュニケーション学部専任講師）

②文化人類学者の川喜田二郎により考案された KJ 法は、

膨大な情報を縮約するための方法として、現在でも広く用

いられている。しかし、KJ 法はその反面で、本来の方法

論とは異なった用い方がなされているという課題も指摘さ

れている。本分科会では、このような KJ 法の現状について、

その本来の理念を学びなおすとともに、様々な現場におい

て実際に合意形成のあり方を模索している実務家との議論

を通して、災害復興研究・実践において、どのような利用

可能性が考えられるのかを改めて検討しようとするもので

ある。

◆地域での事前復興を促す法制度のあり方
①中林一樹（明治大学大学院政治経済学研究科）・牧紀男（京

都大学防災研究所）

②復興事業では莫大な公費が投入されるが、事前復興を支

援する制度、補助金などはなく、それが事前復興が進まな

い原因の一つである。本分科会では、東日本大震災の経験

を踏まえ、より良い復興の速やかな実現を図るために有効

かつ重要な「地域での事前復興」の取り組みと、それを支

える新たな制度設計について検討する。震災復興事業の実

務経験者からの実践しておくべき事前復興対策例や課題を

報告し、現行法制度の改善の方向性について議論する。

◆市民による支援経済（連帯経済）の現状とその可能性
①似田貝香門 ( 東京大学名誉教授・東京大学被災地支援ネッ

トワーク )

神戸大会分科会
②阪神・淡路大震災以降の災害の復興過程で最も弱い環、

それはなかなか復興自立できない個人（世帯）の 領域で

ある。復興に必要な公的資金や市場の財源が、コミュニティ

領域や個人（世帯）の領域をカバーできないからである。

公的復興財源や市場経済とは異なる広い意味で市民の寄附

による支援活動、生活物資拠出、支援活動等の、市民によ

る支援経済（連帯経済）の現状と可能性を語る分科会を持

ちたい。

◆熊本地震被災地の地域復興のこれまでとこれから
①宮本匠（兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科）

②熊本地震における地域復興の問題は、これからの人口減

少時代における地域のあり方やボランティアを含めた人々

の支え合い社会のあり方等について重要な問いを投げかけ

ている。本分科会では、熊本地震被災地の中でも特に西原

村におけるこれまでの災害対応や、地震 1 年から本格的に

活動を始めた住民による中間支援組織の活動をふりかえり

つつ、これからの長期的な復興における課題と対処につい

て議論を行い、今後の内発的な災害復興における重要な視

点とは何なのかについて検討したい。

◆災害復興法学の可能性
①山崎栄一（関西大学社会安全学部）

②本学会の設立趣旨からして、被災地の実態を踏まえた実

務的な報告・発表が多い中、復興に向けた運動・政策提言

のベースになる理論的土台として災害復興法学を確立して

いくことが求められるのではないかというのが、着眼点で

ある。本分科会においては、これまでに法学的な視点から

業績を挙げてこられた研究者・実務家をスピーカーとして

報告をしていただき、分科会に出席されているオーディエ

ンスを交えながら、理論的土台の必要性の有無、どのよう

な理論的土台が求められているのか、学問と実務との間の

連携のあり方について意見交換を行う。

午前 昼 午後 夜

9月 29 日（金）

エクスカーション
・人と防災未来センターコース

（11：00 ～ 12：00）
・灘の酒蔵の被災と復興コース

（10：00 ～ 12：00）

エクスカーション
・長田コース（15：00 ～）

9 月 30 日（土）
分科会（9：30 ～ 12：00）
ポスターセッション（9：30 ～）

〈昼休憩〉
ポスターセッション
コアタイム

分科会（13：30 ～ 16：00）
全体会（16：15 ～ 17：30）

交流会（18：00 ～）

10 月 1日（日） 口頭発表 〈昼休憩〉 公開シンポジウム
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1 日目①
県立大槌高校生徒の町
内ガイド

　大槌高校は、震災後に生

徒自らが立ち上げた「復興

研究会」に全生徒の半数以

上が所属し、定点観測など

震災復興に関する活動を積

極的に行っています。

　今回は、高校生 4 名が、

被災前に住んでいた地域の

思い出の場所などで、震災

前の地域について、震災後

の地域の変化や復興過程、

新たに生まれた地域資源な

どを、かつてを懐かしむ言

葉を時折にじませながら高

校生の視点で感じる思いを

重ねて説明しました。

　学会参加者からの、「ま

だこの程度の復興なのか」

という反応に対して高校生

は、「大槌町は、たった 6

年でここまで復興してきま

した」と語るなど、印象的

な場面も見られました。

1 日目②
“元気なご近所づくり事
業” ワークショップ

　住宅再建がほぼ今年度で

目途が立つ中、震災で住め

なくなった土地から内陸側

に移住するなど地域再編が

進んでいます。大槌町では、

20 代から 40 代の地域の

担い手を地域コーディネー

ターとして選出し、新たな

つながりを形成する事業を

実施しています。

　今回は、地域コーディ

ネーターの研修の一環とし

て、学会参加者やコミュニ

ティ支援担当の行政職員、

住民総勢 40 名で、大槌町

を４つのエリアに分けて、

課題解決ワークショップを

実施しました。その後行わ

れた懇親会では、地域コー

ディネーターが学会参加者

に、「町内会との関係性が

難しい」「長老組の強引な

意思決定」など日頃の悩み

相談をする姿も見られまし

た。

　大槌町は、人口減少率が

岩手県ワースト 1（25％）

です。学会参加者からは、

数字だけでは読みとること

が難しい地域愛の深さを感

じたという声の一方で、大

槌町のような濃密な人間

関係性ゆえの若者の悩み

に「少し頑張りすぎなので

は」と心配する声も聞かれ

るなど、普段内側にいると

気づきにくい外から見た視

点は、貴重な意見でした。

2 日目
“復興とは何かを本音で
議論する会”

　今回、震災から 7 年目

の今だからこそ語ることが

できる言葉や復興過程で感

じた切実な心の声を顕在化

し、改めて東日本大震災に

おける岩手県三陸沿岸にお

ける復興とは何か、本音を

ぶつけ合う場として企画し

ました。

　会では、大槌町を始め沿

岸など岩手県全体から総勢

70 名を超える参加者が集

まる中、大槌町と釜石市の

高校生を始め、沿岸各地か

ら被災し復興にそれぞれの

立場で関与してきた住民、

そして専門家の立場とし

て、岩手大学の広田純一先

生他、室崎益輝先生、上村

靖司先生にご登壇いただき

ました。

　「復興に期待したこと、

失望したこと」という問い

かけに対して、「日々生き

ていくことで精一杯、日常

の当たり前の生活こそが幸

せ。復興でより良くならな

ければいけないのか」とい

う声も出されました。

　また、議論の中の印象的

なキーワードとなったの

が、「覚悟」でした。これは、

阪神淡路大震災や中越地震

の復興の議論ではあまり出

てこなかった問いです。復

興に覚悟がいるとは、どう

いうことか、東日本大震災

の被災地域ならではの構造

的背景が表れている言葉で

もあります。

　2 時間の議論の中で、復

興とは何か、10 年目に向

けて改めて個々で問い直し

ていく際のキーワードとと

もに、他者と意見を共有し

あう重要性が再確認できた

会となりました。また、2

日間の研修会は、学会の立

ち位置や学会として何がで

きるのか、大槌町を通じて

感じていただく有益な機会

となりました。

2017年度　岩手県大槌町における現地研修会報告
坂口奈央（広報委員・復興支援委員、大槌町地域アドバイザー、東北大学所属）

復興とは何かを考える会の様子

町の中心部を見渡せる高台で大槌高校の生徒と記念写真
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　東北で海の幸「ホヤ」を

食べ、その珍味にはまった

会員も少なくないだろう。

　宮城県水産高 3 年の鈴

木仁さんは、女川町竹浦で

ホヤを養殖する父の後を継

ごうと考えつつ、ホヤの魅

力発信を続けている。

　イボイボがあり、小さな

怪獣のような外観。よく貝

と間違われるが、動物だ。

鮮度が命で、水揚げから一

日で味が変わってしまう。

　ホヤは東日本大震災の

前、宮城県で国内生産の約

8 割を占めていた。主な消

費先だった韓国が福島第

1 原発事故を理由に輸入を

禁止、生産過剰になってし

まった。

　鈴木さんは、津波で自宅

や船、いかだを失った父が

苦境でも前を向く姿を見て

「自分も何かできないか」

と思うようになった。この

2 年間で約 500 人にホヤ

のことを伝えた。

　あるとき、ホヤを食べて

もらった山梨県の女子高生

の表情が曇ったのに衝撃を

⑦ホヤボール　女川町・鈴木仁（ひとし）さん

所澤新一郎（共同通信）

東北若者通信

⑦持ちつ持たれつの酒造り
須藤宣毅（河北新報） 

　今年 5 月の全国新酒鑑評

会で、山形県長井市の鈴木

酒造店長井蔵の清酒「一生

幸福」が金賞を受賞した。

同社は創業 150 年の老舗

で、元々は福島県浪江町請

戸地区で清酒「磐城壽」を

造っていた。2011 年 3 月

に起きた東日本大震災の津

波で店舗、酒蔵が全壊。受

賞に至る道のりは復興の歩

みと重なる。

　以前の酒蔵は海辺にあ

り、「磐城壽」は長年、地

元漁師の大漁祝い酒だっ

た。東京電力福島第一原発

事故後は町を離れ、山形県

米沢市に身を寄せた。酵母

も津波で失い、前途を悲観

していた時、福島県内の研

究機関から「検査用の酵母

がある」との知らせが届い

た。同年 5 月に福島県南会

津町の酒蔵を借りて酒を仕

込み、一升瓶 2000 本を出

荷。多くの町民が避難して

いた福島県二本松市の酒店

は、酒蔵再開を喜ぶ人たち

で行列ができたという。

　「反響がうれしかった。

造り続けようと決めた」と

鈴木市夫社長（77）。長井

い、地元の酒蔵も応援しよ

うと、みんなが磐城壽を注

文する」と明かす。

　請戸地区は災害危険区域

に指定され、現在は更地に

なっている。「いつになる

か分からないが、浪江で酒

造りをする時のために福島

の酒造業免許も手元に置い

ている」と鈴木社長。故郷

を思いながら、被災者を励

まし、被災者に励まされる

酒造りが続く。

市の廃業した酒蔵を同年

10 月に譲り受けた。以来、

難を逃れた酵母を使った

「磐城壽」と、受け継いだ

酒蔵の「一生幸福」を二枚

看板に、新天地で技術と味

を磨いてきた。

　浪江町は今年 3 月末、一

部を除き避難指示が解除さ

れた。今年 5 月に営業再開

した「食事処いふ」は町内

で数少ない居酒屋。店主は

「愛着のある酒で英気を養

うをかける。湯通ししたホ

ヤで包んで揚げる。チーズ

との取り合わせでまろやか

な味になった。

　昨年、今年と女川で開か

れた「復興祭」にも出店。

今春は仲間と 15 時間かけ

てつくった 600 個を 2 時

間半で完売した。

　来春、高校を卒業する。

父から「いったん外に出て

こい」と言われ、就職を考

えているが、いずれ地元に

戻るつもりだ。「ただ採る

だけでは厳しいので、ネッ

トでも販売先を広げたい」。

将来を見据えながら「まず、

女川に来て新鮮なホヤを食

べてください」と呼び掛け

る。

受けた。「おい

しくないと感じ

る 人 が い る の

か」。苦手な人

にも食べてほし

いと商品開発に

取り組んだ。で

きたのが「ホヤ

ボール」だ。チー

ズ と ご 飯 を 混

ぜ、塩やこしょ
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　2017 年 7 月 5 日 ～ 6 日
にかけての九州北部豪雨災
害で、熊本県朝倉市・東峰村、
大分県日田市が大規模な被
害を受けた。土砂・浸水に
より複数の集落が居住困難
な状況となり、多数の人が
避難生活を強いられている。
　災害時の支援コーディ
ネ ー シ ョ ン の 役 割 を 担
う「全国災害ボランティ
ア支援団体ネットワーク
(JVOAD)」 は、6 日 に 被 災
地の状況を把握するために
先遣隊を福岡県・大分県に
派遣した。9 日には、内閣府・

立である。朝倉市では、避
難所に職員を近隣市町村か
らの職員とともに配置して
いたが、日替わりで交代し
たことから運営体制を確立
することが難しかった。そ
こで、運営をサポートす
る NPO を配置し運営支援
を行った。第二に、土砂の
清掃支援である。9 日に朝
倉市災害ボランティアセン
ターが設置された。NPO は、
災害ボランティアセンター
と連携し、現場のニーズ確
認、重機を活用した土砂除
去を行っている。

　 こ の よ う に、 行 政・
NPO・ボランティアの連携
による災害対応が進められ
ているが課題は山積みであ
る。在宅被災者は多数いる
と想定されるが状況把握に
至っておらず、支援もほと
んど行われていない。集落
が壊滅状態のところもあれ
ば、被害が限定的なところ
もある中で復興まちづくり
をどう進めるのか。過去の
知見を今回の被災地の復興
にどのように活かすことが
できるのか。これからが正
念場である。

福岡県・地元の NPO・被災
地支援 NPO などとともに
福岡県庁で「九州北部豪雨
災害支援者情報共有会議」
を開催した。会議には約 80
名が集まり、復興学会復興
支援委員会からも津久井委
員長が出席した。その後、
朝倉市との協議を経て、12
日からは朝倉市で、19 日か
らは大分県からもアクセス
が良い福岡県うきは市で調
整会議を実施している。
　調整会議で優先的な課題
として挙げられたのが、第
一に避難所の運営体制の確

消息

阪本真由美（兵庫県立大学）

◆入会 = カッコ内は所属
正会員▽明城徹也▽郭基煥

（東北学院大学経済学部共生
社会経済学科教授）▽小林祐
司（大分大学理工学部創生工
学科建築学コース准教授）▽
加藤淳（牧田総合病院医療
福祉相談課医療ソーシャル
ワーカー）▽千葉実（岩手県
立大学研究・地域連携室特
任准教授）▽外栁万里（（一社）
SAVEIWATE 生 活 相 談 チ ー

ム生活支援相談員）▽海津ゆ
りえ（文教大学国際学部国際
観光学科教授）▽佐藤麗司朗

（（有）つかさ不動産鑑定事務
所代表取締役 / 不動産鑑定士）
▽あんどうりす▽鹿瀬島正剛

（（弁）リーガル・プロ代表弁護
士）▽安田達昭
◆異動 = 新所属（旧所属は前
年度会員登録時）名前
▽大阪府立大学客員研究員（関
西学院大学災害復興制度研究
所研究員）山地久美子▽早稲田
大学文学学術院文化構想学部
現代人間論系助手（早稲田大学
文学研究科博士後期課程）川副
早央里▽東北大学災害科学国
際研究所助教（東京大学大学院

情報学環総合防災情報研究セ
ンター特任助教）定池祐季▽
兵庫県立大学大学院減災復興
政策研究科准教授（長岡造形
大学建築・環境デザイン学科
准教授）澤田雅浩▽北九州市
立大学地域創生学群特任教員

（NPO 法人みらいと福島復興
支援員）蓮本浩介▽兵庫県立大
学大学院減災復興政策研究科
准教授（名古屋大学減災連携研
究センター特任准教授）阪本真
由美▽福島大学経済経営学類
ふくしま未来食・農プログラム
プロジェクト研究員（福島大学
ふくしま未来学推進事務局地
域コーディネーター）北村育美
▽山梨県富士山科学研究所（山

九州北部豪雨災害における支援調整

「日本災害復興学会設立10周年記念事業」
の公募について

梨県防災危機管理課主任）久島
祐介▽新潟大学人文学部非常
勤講師（新潟大学大学院現代社
会文化研究科博士後期課程）大
内斎之▽国立環境研究所福島
支部准特別研究員（名古屋大学
環境学研究科環境学専攻社会
学講座博士後期課程）辻岳史▽

（一財）消防防災科学センター
研究開発部研究員（明治大学政
治経済学部助手）飯塚智規▽兵
庫県立大学大学院減災復興政
策研究科教授（兵庫県立大学防
災教育研究センター准教授）青
田良介▽共同通信社整理部長

（共同通信社東京編集部長）所
澤新一郎

（7 月 17 日現在・敬称略）

については臨時総会（10 月
1 日）で承認後に手続きを進
めることになりますが、臨時
総会の議題提示まで情報開
示を待てば記念事業案を練
る時間が限られるため、事前
にお知らせする次第です。
　10 周年記念事業の計画案
は次の通りです。
①「復興とは何かを考える委
員会」を母体として、東日本
大震災や熊本地震を受けて
復興に関する議論を改めて
活性化させ、その成果をアウ

　日本災害復興学会が 2018
年 1 月に設立 10 周年を迎
えるのに合わせて記念事業
を計画しています。メルマ
ガですでにお知らせしてい
ますが、記念事業の概要を
改めてお伝えします。
　大矢根淳会長の元に「学
会設立 10 周年記念事業特
別委員会」を設けますが、
委員会設置に関しては総

会での承認が必要なため、
2017 年度年次大会（兵庫県
立大学）に合わせて 10 月 1
日に臨時総会を開催し、会
員の皆様に設置承認を議題
としてご提案します。
　10 周年記念事業は次のよ
うな内容を予定しています
が、その中に会員の皆様か
ら記念事業を公募する案件

（③）があります。実際の公募

トプットするための研究会・
組織を立ち上げる
②災害対策基本法の改正な
どによって制度改定が行わ
れており、小冊子「被災したと
きに（生活再建の手引き）」の
改訂及び web 版を作成する
③その他、会員から事業（出
版、記念講演、シンポジウ
ム等）を公募する
　なお、10 周年記念事業の
事業期間は 2018 年 1 月～
'19年1月を予定しています。
（総務委員長　野呂雅之）


